























































も嬉しかったのだが、同時に L と R の
組合せだということに「？」がついた。
韓国語の教材は「読んで書く」「聴い






この L と R の組合せは初めてだったの
で授業をどう組み立てるかが即座には






























を誘引し、writing と LR は日本語で書
いて中級修了者を惹きつけるという方















































んとハイレベルが 6 人（留学経験者 4、












































交流する。中高 6 年間の input 中心授業
で output に相対的な苦手意識が形成さ
れる英語とは違い、大学生の朝鮮語初






















output の 機 会 を 求 め て communication
や speaking、writing に集まったために、
教員達は授業レベルを中級修了者にあ
わせたということだろう。シラバスの
内容を見て履修した学生には申し訳な
いが、上級科目では履修者のレベルに
あわせて授業内容を変えざるをえない。
語学科目を通年で履修する学生が多い
ことを考えると、前期履修者のレベル
に合せて後期のシラバスを訂正できる
システムがあってもいいのではないか
と思う。
　以上のような経験を踏まえ、来年度
の前期シラバスには「まとまった量を
聴き大意を理解する」、後期は「韓国語
での講義にそなえる」という副題をつ
け、内容も今季の実際にあわせて難し
くした。当初の方針からは外れること
になるが、校費、個人を問わず韓国留
学希望者が増えている以上、今後も彼
らは LR に登録してくるだろう。逆に中
級修了者が多数を占めるようなら授業
目標を下げればいい。比較的簡単だと
思った科目が実際には難しすぎて脱落
する学生が出るよりは、ハイレベルの
少数者を個人的にフォローしたほうが
精神的負担も軽くなる。半々だったら
…そうならないように神に祈ろう！ 
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　最後に兼任という気楽な立場で言わ
せていただければ、立教だけではなく
日本の大学は留学帰りの学生達のケア
を疎かにしている気がする。本来なら
ば中級修了者用とは別のハイレベルク
ラスがあっていい。せっかく留学して
も帰国後にレベルに合った科目がなけ
れば高い語学力を維持することは難し
い。各言語で留学帰国者用の講座を設
けることは難しいかもしれないが、語
学教育の充実には底辺の底上げと同時
にピラミッドの頂点を高めていくこと
も大切だ。語学を将来の仕事に活かし
たいという学生も増えている。ビジネ
ス韓国語やビジネス翻訳、ST を主と
する通訳入門的な講座があってもいい。
学内の韓国人教員が専門分野を韓国語
で講義したり韓国企業を招いて交流す
る機会が月に一度でもあれば、学生達
の視野は広がりモチベーションはより
高くなって就職にもつながるかもしれ
ない。
　私のもうひとつの仕事である会議通
訳の世界でひしひしと感じるのはグ
ローバル化の中で語学力の重要性がよ
り高まっていることだ。ビジネスの場
で対等に渡り合うためには相手の文化
的背景や状況への深い理解と広い視野、
コミュニケーション手段として有効な
高い語学力が必要だ。教員としての私
はそれを可能にする語学教育の方向性
が問われていると感じている。近い将
来に立教の言語副専攻システムがこの
ような能力をもった学生達を輩出して
「英語の立教」から「語学の立教」へと
発展していくことを期待している。
やの　ゆりこ
（本学兼任講師）
